
①「ActiveData分析コマンド」グループ内の
「年齢調べ」をクリックします。

 年齢調べコマンドは、日付形式のデータを基準日からの経過期間に応じて分類して、年齢調べ表を作成
することが出来ます。また、グラフを出力することも可能です。

②「年齢調べ」ダイアログボックス

が開きます。

「年齢調べ」機能について
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日付形式の列を選択してください。

「年齢調べ」ダイアログボックス
機能説明

基準日を入力します。

年齢調べの集計単位となる日数間隔を入力して

ください。最大6間隔まで入力できます。

集計対象とする列を選択

してください。

年齢調べ結果の棒グラフ

が作成できます。
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分析結果（イメージ）
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